







































































































































































































旅行会社は絶えず考え，工夫している。この時点で STP の T標的設定は確定しているのが普通である。
また Pの市場位置確定についても旅行形態・観光形態を確定していく中で自ずと限定されるはずである。
では地域としてはその細分化をどの順序で考えるべきだろうか。この課題については佐多岬を中心とす
る南大隅町のケースをもとに考えてみたい。
― 44 ―
地域総合研究　第43巻　第 2号（2016年）
３．地域にとっての観光マーケティング――南大隅町を事例に
地域が観光マーケティングを考えるとき，あるいは地域に限らず国レベルにおいても観光客誘致を考え
るとき，まず踏まえるべきはどの程度の規模で観光振興を考えるかということである。これは先に触れた
マス・ツーリズムかスモール・ツーリズムかの選択である。もちろん，一つの地域がどちらかだけでなけ
ればならないという意味ではない。一つの地域にマス・ツーリズムで考えるべきものとスモール・ツーリ
ズムで考えるべきものが混在するというのは通常のことである。
次には，旅行形態・観光形態による細分化をしなければ具体的な作業には入れないはずである。ただ漠
然と観光客をどう誘致するかという問題の立て方は，具体的に何をしようかという道筋に結びついていか
ない。この旅行形態・観光形態を熟知することは観光マーケティングの肝である。例えば，こんな事例が
ある。国レベルの観光政策に台湾からの修学旅行誘致を長野県に見習って全国に広げるというものがあっ
た。台湾に限らず，中国・韓国においても日本でいう修学旅行という旅行形態は存在しない。国レベルの
観光政策ではある成功事例をもとにそれを全国に広めようとするパターンが多い。筆者が長野県の担当者
に確認したところ，当然ながら，台湾からやって来るのは修学旅行ではなく，先に紹介した旅行形態でい
えば組織内募集旅行なのである。数校の高等学校で希望者を募って高校生の旅行団としてやってくるので
ある。日本のように積み立てをしてほぼ全員が参加する修学旅行とは別物であり，異なるアプローチが必
要なのである。
以上見たように，旅行形態の中身が分かっていなければ細分化も，それに基づく政策も立てようがない。
ここからは旅行形態・観光形態の細分化という手法を意識しつつ南大隅町の観光振興の可能性を考えてみ
る。
南大隅町の最大の観光資源は佐多岬である。そのことが何を意味しているかを『南大隅町観光振興基本
計画2014–2018』（以下，『観光振興基本計画』と表記）を参照しながらまず考えてみよう。
民間企業が所有していた佐多岬ロードパークは2013年には町道佐多岬公園線となった。有料道路が無料
化されたのである。前年の2012年には佐多エリアへの入込み客数は約7万人だったものが2013年には11万
人余りと大幅に増加した。それはそのまま南大隅町全体の入込み客数に影響を及ぼす。2012年に約18万人
だったものが2013年には23万5000人を超える数字となっている。しかし，そのことは必ずしも喜ばしいこ
とではなかった。南大隅町の宿泊者数は2012年の16,297人から2013年には15,023人と逆に減っているから
である。このことはこれから先に生起する現象を予測させる。
2018年9月には佐多岬に360度パノラマ展望台が完成する。現在のイラストで見る限り，千葉県の犬吠埼
に近い「地球の丸く見える丘展望台」を髣髴とさせるものとなっている。歩きながら360度見渡すという
のではない，屋上の展望台に立てばそのまま首を回せば360度眺めることができる点が魅力である。これ
は展望台のネーミングや，特にテレビでの露出がどの程度になるかによって変わるであろうが，少なくと
も2013年よりも多くの観光客が押し寄せることが想定される。そして同じ問題が起きる可能性がある。す
なわち，多数の来訪者があるものの，宿泊して南大隅町にお金を落としていかない現象である。
旅行形態，及びマス・ツーリズムかスモール・ツーリズムかという観点からは次の2点が指摘できる。
マス・ツーリズムとしては，テレビ等での情報露出の頻度にもよるが，旅行会社が団体旅行やパッケー
ジツアーに組み込むことは大いにあり得る。それが入込み客数の増加につながる。駐車場料金の有無や展
望台入場料，出展者の有無などによって南大隅町に滞在しないものの一定の経済効果が生まれる可能性は
ある。しかし通過型であることには変わりなく，課題として残る。因みに，現在の大隅半島の旅行会社に
よるパッケージツアーの日程への組み込みでは，霧島市福山の黒酢の壺畑が昼食場所や観光箇所となって
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いる。4,	50年前から鹿児島で2泊する旅行の場合，霧島温泉と指宿温泉が定番となっており，どちらを先
に回るにしろ福山は欠かせない訪問場所になりつつある。つまり，南大隅町で昼食となるケースはパッ
ケージツアーなどの旅程作成上は難しいということになる。
では，どちらかといえばスモール・ツーリズムでの南大隅町滞在の可能性はどのような旅行形態・観光
形態なら可能と考えられるだろうか。『観光振興基本計画』の基本施策には23の細目が掲げられている。
その中で観光客の細分化に触れるものは二つである。（外国人旅行者と表記されるものは旅行形態・観光
形態にまで進まないので除く。）
一つは「バイカー・サイクリストに魅力的な観光の振興」であり，いま一つは「南大隅町地域資源を活
かした教育研修旅行の受け入れに向けた取組の推進」である。
前者はすでに佐多岬までやって来ること自体に魅力を感じているはずであり，宿泊の可能性の高い旅行
者だといえる。かつての佐多岬展望台の階段に沿った白い壁には日本一周をしている自転車旅行者の落書
きが多く書かれていた。自転車旅行者にとって本土最南端まで達したということは記念碑的な行為となっ
ており，個人観光旅行という旅行形態であれ複数の仲間・親睦旅行という旅行形態であれ，南大隅町に
とっての大きな資源ではないかと考えられる。10代，20代の自転車旅行での最終目的地が30代，40代で家
族旅行という旅行形態で再訪してもらうためにはどのような発想が必要か考えなければならない。
バイカーについては別の考え方が必要になる。バイカーにとっても佐多岬は訪問するに値する場所であ
る。ただし，自転車旅行者と違って南大隅町に泊まらなければならない必然性がない。これは先述した高
知県のライダーズインが大きなヒントとなる。筆者が見た梼原と四万十川中流域のライダーズインは部屋
の前にバイクの置けるスペースがあり，しかも水洗いできるよう設備がそれぞれの部屋に付随している。
バイカーズインは北海道が最も多いのであろうが，バイカーを南大隅町として意識するならば（重視する
ならば），通常の宿泊施設と比べればコストの安いバイカーズインは必須の施設ということになる。
次に後者の修学旅行を含む教育研修旅行である。今日では農業体験や農家民泊といった試みは多くの
町や村で実施されており，修学旅行の誘致は厳しい競争にさらされている。ただ，南大隅町に限らず鹿児
島にとっての優位さは，1990年代からグリーン・ツーリズムに取り組んでいた修学旅行誘致の場所はほと
んどが山村地域であり，海が見える鹿児島は長崎の松浦町や松浦郡小値賀町と並んで今日ではロケーショ
ンに恵まれていると見ることができる。それに加えて，ドラゴンボートに実際に乗ってパドルを漕ぐとい
うような体験が独自性として打ち出せる。他の地域にはない観光形態を南大隅町は用意できるのだという
点をもっと強調すべきであろう。
いま一例として旅行形態と観光形態を区分することでどのような対応が可能かを述べてきた。『観光振
興基本計画』が具体的に挙げていた旅行形態はバイカー・サイクリストによる個人観光旅行と仲間・親睦
旅行，及び修学旅行を含む教育研修旅行のみであるが，さらにファミリー対象にどのような観光形態が喜
ばれるのか，あるいは逆に，交流という観光形態が可能となる旅行形態はどのようなものであり，どのよ
うな組織に情報発信すればよいのか，等々，旅行形態と観光形態の細分化という手法によって具体的なア
クションをどうするのかが明らかとなっていくはずである。
